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言葉の採集にみる『幼児の世界』(1)


























































































































































































① 【判断基準】 ② 【色彩と発想】



















































































4.この葉っぱ 真っ赤で (赤 くて)(オレンジ色で)きれいだよ｡ ☆
5.この葉っぱ オレンジ色していてとても (赤 くて)きれいだよ｡ ☆
6.この実 真っ赤で (赤 くて)きれい｡ ('93-32)
7.見て見て この葉っぱ (真っ赤で)きれいでしょう｡ ('93-107､83)
8.この葉っぱ 黄色 くてきれいだね｡ ('93-82)




13.この葉っぱ いろんな色が 入っていてきれい｡ ('93-32) /('93-33)
14.落ち葉 こんなに拾っちゃた､黄色でしょう赤でしょう緑でしょう きれいだね｡
15.いろんな色の 葉っぱがあってきれいだね｡ ('92-104)































































































3.この葉っぱ 高いところから落とすと きれいなんだよ｡ ('93-63)



























1.先生見て あの木 きれいねえ○(紅葉) ('93-5)
2.この葉っぱねえ､あの木になっていたの○きれいでしょう○ ('92-68)
3.この木の実きれいでしょうo宝石みたい○ ('92-27)















































佐藤 .言葉の採集にみる 『幼児の世界』 ①
4.紅葉が真っ赤で きれいだよ｡ ('92-75)
5.この実 真っ赤で きれい｡ ('93-32)



























1.この葉っぱ 真っ赤だよ○私が お熱出した時の顔みたいね○ ('93-10)
2.この葉っぱ お風呂に入ったみたいo ('92-44)
3.落ち葉は (紅葉は) お風呂がすきなんだね○ ('92-22)



























2.この葉っぱ やけどしている みたいだよ○ ('92-122)
3.この葉っぱ 鬼みたいに見えるね○ ('92-45)
4.この葉っぱ にわとりの とさかになるよo ('92-132)

























3.この葉っぱ 全部 黄色できれいだよ｡ ('93-130)
4.黄色い葉っぱ きれいだね｡ ('92-99)
5.見て見て この葉っぱ 緑｡ ('93-77)
6.見て､この葉っぱピンク色できれいだよ｡ ('93-2)
7.この葉っぱは 緑色だよ｡ ('93-34) /('93-23)
8.木が 恥ずかしいって 赤くなっちゃた｡木の葉っぱは 木のほっペなんだね｡
9.この実 全部 真っ赤になったら 甘くておいしくなるかな｡楽しみだね｡ ('93-22)





















































3.この葉っぱ いろんな色が ついているよ｡ ('93-25､-17)



















































































































1.この葉っぱ まだ青いのに おっこちちやってたよo ('92-104)
2.この葉っぱ 病気みたい○ ('92-126)
3.夏は この木 緑だつたのに変だな - .不思議だねo ('93-63)






































2.寒 くなると 葉っぱが落ちるんだよ｡(川の中の葉っぱ) ('93-57)
佐藤 :言葉の採集にみる 『幼児の世界』 (彰 63
3.あのね､葉っぱさんは 北風と遊んでいるうちに 疲れちゃったんだって｡ ('93-61)
4.あの葉っぱ もうす ぐ落ちそうだね｡ ('92-45)
5.葉っぱ きれいなのに 落ちちゃって かわいそう｡ ('93-34)
6.この葉っぱ こんなにきれいなのに 落ちちゃって かわいそうだね｡ ('92-93)































8.これで首飾 り 作ったら､葉っぱ 生き返るかな｡ ('93-1) /('93-ll)




















































1.その木 生きているんだから 葉っぱ取ったら痛いって泣くよ｡ ('93-38)
2.葉っぱ 生きているのに つぶしたらかわいそう｡ ('93-107)
3.お花 元気なくなっちゃったね｡ ('93-33)
4.お花 もう捨てちゃうの ? ('92-72)
5.かわいそうだね｡(落ち葉を見て) ('93-41)
6.葉っぱ みんな枯れちゃったんだね｡ ('93-97)
7.この菓 捨てちゃうの ? 葉っぱの 気持ちわかる? ('93-1)








































4.この木 葉っぱがなくなっちゃて かわいそうだよ｡ ('93-63)
5,木が さみしそうだね｡ ('93-133)
6.木､寒そうだね｡ ('93-4)
7.木が 泣いているよ｡(風に揺れる木､普)('93-28)
8.木が裸になっちゃて寒そうだね｡ ('92-10)
9.あの木丸坊主になっちゃたね｡(葉の落ちた木を見て)('92-41､9)
※葉っぱの命がなくなることは､落ち葉から
枯れ葉という変化の中で段々納得されていく
ことであろう｡しかし､葉っぱを落とした木
々の姿は､幼児にまた別の感興を誘う｡｢木が
裸になっちゃた｣は有りのままの言葉とも言
えるのだが､あの何千枚､何万枚の葉っぱは､
木の洋服であったのである｡緑の洋服から､
赤や黄色の洋服に衣替えした後で､さっさと
裸になった木は時節柄やはり寒そうである｡
冷たい風に吹かれてヒュ-ヒュ-となる木の
枝の音に､耳を傾けて ｢木が泣いているよ｡｣
と言う幼児の細やかな心情は貴重なものであ
るDいつも見慣れた親しみのもてる木の存在
は､季節季節にその命の姿を変えて子供たち
に語りかける｡いや､語りかけるのは幼児の
方である｡幼児にとって自然の環境の持つ意
味は､たんばばであれ､自つめくさであれ､
桜の木であれ､幼児の話し相手なので凍)る｡
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しかも､時に目を見張るほどに色や形を変え
不思議さを持った相手なのである｡｢さみしそ
うな木｣という発想は､確かに心情的な意味
から出ているように思えるが､木のその枝振
りによっては造形的な形とも相まって表現さ
れた言葉でもあろう｡お話や､物語､絵本や
紙芝居は幼児の心情の世界の集約であろうが､
架空現実で遊ぶことができる幼児にとっては､
葉を落として枝を広げている木の存在は､豊
かな心情を育てる大切な環境である｡
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